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【改訂の概要】                             

改 訂 の あ ら ま し 該当頁 

平成 26 年 6 月公布の改正労働安全衛生法等の最新の法令・通達に対応して内容を見直した

ほか、各種統計の更新、必要な字句の修正を行った。主な改訂箇所は以下のとおり。 

 

１ 振動障害とは 

１－４ 振動障害の発生状況 

・本文と図 1-6「手腕振動障害の新規認定患者数の推移（厚生労働省調べ）」の統計を更新。 

 

２ 振動の測定と評価と影響評価 

・写真 2-1「市販されている人体振動計測器の例」の一部を削除。 

 

３ 振動障害を予防するには（振動障害の予防対策） 

３－２ 適切な作業の進め方 

・前版(2)作業時間「エ 作業の進め方」から「カ 作業手順」の記述を、(1)作業方法「ウ 作業

方法を改善する」の後に移動。 

・(3) 保護具「ア 防振手袋」の記述を修正し、写真 3-5「防振手袋」を差し替え。 

・図 3-17「型式検定合格標章」を差し替え。 

 

４ 関係法令 

４－１ 労働安全衛生法のあらまし 

・「(4) 危険または健康障害の防止措置」に「化学物質等による危険性又は有害性等の調査等に関

する指針（平成 27 年 9月 1 日付け指針公示第 3号）に関する記述を追加。 

・「(7) 健康管理」に「ストレスチェック」に関する記述を追加。 

 

４－４ 今後の振動障害予防対策の推進について 

・全文を追加した。 

 

【参考資料１】振動障害予防のための作業時間の管理の手順 

４ やむを得ず日振動ばく露限界値を超える場合の考え方 

・図 13「1週間（連続 7日）の日振動ばく露量Ａ（8）week のイメージ」を差し替え。 
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